


研究課題はいずれも重要なもので,その選択は概ね妥当で,それぞれ程度の差はあるがある

程度の成果が見られる。 

とくに「日本人小児の高脂血症に関する研究」はきわめて重要な意義を有するもので疫学

的には一応成果があげられている。HDL の測定については基礎的に問題があるように諒解

しているし,また index の表現について班に不統一がある点などに問題がある。しかし,HDL

の意義について成人の IHD と短絡的に結びつけて考えることには現段階では無理があり今

後の幅広い,奥深い,longitudina1 な臨床的研究が必要であろう。 


